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Aminosidineの 研 究

主 と して吸収 と排 泄 につ いて

藤 本 安 男

関西医科大学第一内科

1・ 緒 言

Aminosidineは1959年 イ タリアで発見された抗生物

質で,Streptomycin群 に属し,1967年6月 日本化学療

法学会総会に,シ ソポジウムとしてとりあげ られ,筆 者

は主として吸収,排 泄に関する事項を担当 した。 以下

AminosidineはAMDと 略す。

IL臓 器 内 濃 度

1.実 験方法:動 物は体重2009前 後 の ラ ッ トを用

い,3匹 をもつて1群 とした。AMDの 濃度の測定は枯

草菌PCI219株 を 用 蛤 る帯培 養法(BandCulture

Method)で ある。

まず予備実験として,ラ ットの各臓器の5倍 稀釈のエ

マルジオン レカパリーをみた。これを全 く同様方法で

実験したStreptomycinお よびKanamycinの レカパ リ

ー値と比較した
。そ して,こ の レカパ リー値によつて以

下の臓器内濃度を補正 した。

ラット1群3匹 に,体 重kg当 た り167mgのAMD

を下腿に筋注し,1時 間,2時 間,3時 間に潟血致死さ

せ,各 臓器をとり出して,生 食水で5倍 稀釈のエマルジ

オン化してAMDの 濃度を測定 し,レ カパ リー値によ

つて補正 した。

2.実 験成績:EmukionRecovelyの 結果は表1の と

お りで,AMDはSMお よびKMに 比 べて レカパリ

ー率が比較的低 く,こ とに肝臓エマルジオンの影響が強

い。

つぎに臓器内濃度は表2お よび図1で あ つ て,同 量

表2臓 器 内 濃 度
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N.B.:KMは404π とcgの 実 験 よ り換 算

(体重kg当 た り)投 与した場合に,AMD>SM>KM

の順である。 またAMDの みについてみると,腎 〉血

液〉肺〉脾,筋 〉肝〉脳の順で,こ れはSM,KMで も

だいたい同 じ傾向である。

m・ 血 中 濃 度

健康成人5例 に,AMD350mgを1回 筋注した場

合,ピ ークは1時 間目にあ り,8時 間まで血中に証明し

た。血中濃度はそうとう個体差があるが,5例 の平均値

はつぎのごとくであつた。

30分 … … …20mcg!ml

l時 … … …30〃

2時 … 。・・。・。22〃

3時 … … …17〃

4時 ・… ・… ・8.8mcglm1

6時 … 。。・…3.0〃

8時 … … …2.3〃
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IV・ 尿 中 排 泄

健康成人5例 に,AMD350mgを1回 筋注し,8時

問目までの排泄量について測定 した。これらはすべて生

物学的活性値である。8時 間で投与量の52%か ら最高

88%が 回収され,5例 の平均は68%で あつた。

V・ 胆 汁 内 排 泄

1.動 物実験:動 物は体重約2kgの 家兎を用い,総

胆管に ビニルチューブを挿入 し,胆 汁を自由に排出させ

た。AMDは 体重kg当 た り50mgを 静注した。 血中

濃度および胆汁中のAMD濃 度を経時的に測定 した。

実験結果は,血 中濃度は,急 速に下降 し,30分 か ら

50分 頃 より以後は緩かに低下する。 これに対 し,胆 汁

中へは徐々に移行するため,濃 度は緩徐に上昇 し,30分

頃 よりほぼ一定 し,そ の濃度 は血中濃度前後の値を示

す。これは全 く同一実験条件で実施したSMとKMの

それに比べると,こ の両者より若干胆汁中への移行がよ

いようである。

また実験終了時,胆 嚢および肝臓を摘出し,同 時に濃

度を比較するとつぎの順になる。

胆嚢内胆汁〉胆道内胆汁〉血液》胆嚢壁,肝 臓

以上の結果は家兎6例 の結果である。

2.ヒ トにおける十二指腸ゾンテによる胆汁中排泄

3例 の胆嚢炎,胆 嚢症に十二指腸 ゾンデによる胆汁中

へのAMDの 移 行 を みた。 同時に血中濃度 も測定 し

た。血中には十分AMDを 証 明したが,ゾ ンデに よつ

て得た胆汁中にはほとんど証明できなかつた。これは移

行率の低いことによるが,ま た一方,胆 汁の排泄が病的

である事実によると考える。

VI.臨 淋 使 用 例

1,T.K38才 男 病名1腎 孟腎炎兼腎石

右腎の巨大な腎石例でよく腎石発作をおこし,そ の都

度,感 染 している例 で あ る。 今回も典型的な発作があ

り,連 日39～40℃ に発熱 し,尿 中に大腸菌を大量に認

め,尿 は血尿であつた。

まずAB-Penicillin1日1,500mgの 連用7日,次

いでChloramphenico11日29の 筋 注7日 間で全く効

果なく,よ つてAminosidinel日2パ イアル(700mg)

を7臼 間連用 し,す べての症状は軽快した。副作用とし

て,瞥 筋注射であつ た が,注 射局所の疹痛を強く訴え

た。

2.K.T。47才 男 病名:肺 化膿症

空洞を有する重症例で,菌 はStaPhslococcasepidermidts

とKlebsdellaを 証 明した。

StaPhilececcusepidermidisは γイ彦噸'0ωα脚 と交替ある

いは消失したが κ妨爵磁 は変わ らなかつた。各種抗生

物質を交互に使用 したが,喀 疾量は一時的に減少したに

止つた。本例にもAMDl日700mg7日 間投与 した

がほとんど効果がなかつた。特に副作用ばなかつたが,

注射局所痛をそうとう強く訴えた。

ABSORPTION AND EXCRETION OF AMINOSIDINE

 YASUO  FUJIMOTO 

Department of Internal Medicine, Kansai Medical School, Osaka, Japan

 1. Distribution of Aminosidine (AMD) in Various Organs 
  In rats and mice, the tissue concentration of AMD following intramuscular injection is highest in 

the kidney. Next in order of the high level come the serum, lung, spleen as well as muscle and then 
liver. 

 2. Serum Concentration of AMD 
 By muscular injection of AMD 350 mg or 700 mg to healthy adults, the concentration of AMD amounts 

to the peak of 16.2 mcg/ml or 33.3  mcg/m1 1 hour after. In patients with impaired renal function, 
the serum level of AMD is higher and more prolonged. After oral administration, AMD cannot be 
detected in the serum. 

 3. Excretion into Urine 
 The urinary recovery rate of AMD is  27.7% for the first 2 hours and  53.1% for 8  hours. 

 4. Excretion into Bile 
 The AMD concentration in bile after intravenous injection to dogs is lower than the serum level, 

but in case of rabbits, that  is sometimes higher and sometimes lower than the serum level. 
 The AMD level in bile collected from the drainage tube of two postoperative patients is higher than 

the serum level, but in bile collected from the duodenal drainage tube of 3 patients of cholecystitis, 
AMD can not be detected.




